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審 査 結 果 の 要 旨 

 

 本研究はパーキンソン病患者を対象に、臨床的診察・質問紙を用いてすくみ足を検出

し、すくみ足の有無・重症度と運動症状・非運動症状等との関連を検討したものである。

その結果、診察時のすくみ足検出率は低い一方、すくみ足陰性群の約半数が質問紙にてす

くみ足を自覚していることが分かった。また質問紙によるすくみ足の重症度との関連因子

として長い罹病期間、姿勢反射障害・歩行障害、疲労が検出された。本論文の内容は、臨

床における質問紙によるすくみ足検出の有用性を示し、すくみ足の関連因子として新たに

疲労を検出したものであり、明らかに学術水準を高めたものと認める。 

 


